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論    文    の    要    旨 
 
本論文は、近世・近代の在地社会に豊富に見出される庶民生活史料を対象とし、書かれた
内容のほかに読み書きする際の身振りや振る舞いを検討し、それらの意義を日常の生活史と
のかかわりの中で明らかにしようとする。庶民生活史料とは寺社縁起や由緒書、奉公人の労
働管理や水番などの記録、家ごとの贈答や祝儀・不祝儀の記録、葬儀の役割分担表、宮座や
講の帳簿など、公的な村方文書に対置できる私文書をさしている。 
これまで民俗学では口頭伝承を重視して文字文化を軽視してきたきらいがあったが、本論
文は最近の研究動向を受けて、民間伝承の形成における文字や文書、絵画・図像などの視覚イ
メージが、民俗に与えた影響にまで広い視野からの検討を試みる。著者が注目するのは、書物
によって得られた知識は領主の権力やイデオロギーを背後に持ち、医師や学者あるいは村役人
ら有力百姓が関与しており、そうした知識と民衆の側の経験的知識との差からくる葛藤もあり
得たことなど、書物や読書が帯びる何らかの異質性についてである。文字文化と非文字文化を
同質的・親和的側面だけでなく、外から生活習俗に介入し、日常を異化する契機をはらむもの
として読み書きをとらえ、外からくるものを同質化していく民俗の側の作用という二つの方向
性のせめぎあいを視野に収めることを目指している。 
本論文は序論と７章および結論からなり、参考文献と図表を付す。 
「序論－文字文化の「異質性」再考」では、近年の歴史民俗学における文字文化研究の関
心が非文字文化との関わりに向けられ、両者が緊密な関係にあることは動かしがたい知見とな
っていることをふまえ、書物の知識と民衆の生活知識とのかかわりに見いだされる差異や異質
性を正面から主題化していくことのできるモデルが模索されるべきであると主張する。 
第１章「「異質性」の復権―文字文化研究モデルの再構成①」では、庶民生活史料は日常
の生活に密接したありふれた史料であるがゆえに、書かれていること自体に意義を見出すべき
であり、実際の音や声との関わりを当事者のコミュニケーションのレベルで問うことを主張す
る。内容の面で特異性が見られない史料でも、書かれていること自体の意味を問えるだけの形
式面の考察を行う、と述べる。 
第 2 章「コンテクストの史料学―文字文化研究モデルの再構成②」では、「内容」面の同
質性から「形式」面での異質性へと論点を移す試みが必要であり、これまでの分析で欠けてい
た生活実践レベルのコミュニケーションとして読み書きをとらえる、コンテクスト主義の視点
を提起する。コンテクストとは、モノとしての史料が経験してきた、そして経験している社会
環境をさしており、コンテクストの史料学は、こうした史料の長い生命とその社会環境との接
点にフィールドを求めることになる。モノすなわちテクストとしての史料、それが置かれたコ
ミュニケーションの場、その場において史料が生成させる意味、この三者を関連付けてとらえ
る視点を、史料学のコンテクスト主義と定義する。 
第 3 章「書物のコンテクスト」では、武蔵国式内社のひとつである中氷川神社とその世
襲神職家を例に、一集落神社の名乗りの歴史を考察する。中氷川神社では「式内社格確定願」
（明治 27 年 1 月）において同名神社を退け、自社の式内社としての正当性を宣言しているが、
証拠書類として添付された神社関係の史料の書き写しや抜き書きの類は、この時以外にも何度
も書き写され、変わり映えのない史料集として繰り返し作成されている。それらは延喜式神名
帳の社号記載に若干の注釈を加えたもので、単語の羅列に近いことから、書物が知的読書とは
異なる性格を持つものであることが示唆される。その目的は中氷川神社なる名前の名乗りの証
明にあり、それを独占することであった。そこでの読み書きとは、歴史や由緒に関する知識を
得るための一時的な手段ではなく、由緒を訴え表現するという実践そのものであった。ここに
読み書きがいかなる知識をもたらすかという「内容」の問題だけでなく、テクストの意味をど
のように顕在化させるかという「形式」の問題に広がっていることを例示している。 
第 4 章「石造物のコンテクスト」では、墓をめぐる庶民の物質文化の最たるものである
石塔を取り上げ、儀礼依存でない石塔史料論の方向性を探る。埼玉県所沢市にある戸数１５０
戸（平成９年）の堀之内集落を事例として検討する。ここには１０余りのイッケと呼ばれる同
姓の集団があり、墓地景観にはホンケ・ブンケの系譜関係が表れている。近世以来の家の墓地
区画では、古いもので３０～４０センチメートルのかがんだ時の目の位置にくる高さの石塔が
あり、近代になって徐々に大型化し、近年のカロート付きの仰ぎ見るような石塔が同居してい
る。「立てること」に意味を見出す供養に特化した石塔では、儀礼の場に持ち出される限りに
おいて機能する一時的なモノに過ぎない。しかし、非現用化したモノの集まりを超えた意味を
持つとすれば、石塔のある空間が「見る」ためのもの、そして「見せる」ためのものへと視覚
的な意味を強め、より操作的な管理下に置かれてきたことを指摘する。 
   第５章「聖教のコンテクスト」では、儀礼習俗に重点を置く立場からすると書かれた媒
体は二次的な「台本」あるいは付随的なものととらえられてきたのに対し、聖教史料の中に
声の習俗との関わりを想定する。具体的には、愛媛県最北端の大三島の宗方地区の浄土真宗
における読誦の習俗を取り上げ、蓮如が門徒に書き与えた御文章と、文明５（１４７３）年
開版の正信偈を、同時代の庶民層の生活実践の場に置き戻してみせる。法座は冒頭に参加者
全員による正信偈の唱和、次に住職の法話を挟み、最後に御文章拝読の順で行われ、いずれ
においても知識として文言を知っているということとは全く別の情動を揺さぶる効果を見
て取れる。そこで注意されることは、字句を目で追いながら、言葉の意味が参加者の耳に届
けられることである。発声の実践と経本を見ることの分かちがたい結びつきに、モノとして
の価値にかかわりのない純然たる機能的存在としての経本の内実を認めることができる。そ
して、習俗として反復的に実践される読み書き表現の形式面に焦点を絞った考察にこそ意義
があることを強調する。 
第６章「帳簿のコンテクスト」では、長期にわたって繰り返される記帳は、外からの情報
の伝達や特定の知識の習得といったステレオタイプ化された文字コミュニケーション像に収
まらない伝統が厳に存在することを示しており、習俗化した記帳それ自身に内在する意味を
問う。事例として検討するのは滋賀県野洲市の大笹原神社の頭役祭祀儀礼で、永正４（１５
０７）年からの記録である。頭人の人選から神事の執行までのプロセスでは、短冊状の紙片
からなる頭人表と、同じものを帳仕立てにした帳簿が作られている。テクストとしてはほと
んど同じ内容であるが、前者は一回性の場と結びつき、声によって表現され、その場限りの
意味しか持たされないが、後者は帳簿という媒体に移し替えられたことにより一時的な場を
離れ、人選のルールを支える媒体として二次的な場を形成したことになる。帳簿は事後的に
書き留めたものに過ぎないが、次回を判断するときの参照に供され、ルール自体の再編を正
当化する根拠ともなるという点から、もはや二次的な存在とは言えず、むしろ個々の場の成
り立ちを左右する媒体、それ自身が規範そのものへと意味を転じている。ひとたび記帳を続
けることの形式面に目を向けるならば、テクストの意味と場の関わりをめぐる質的分析の幅
を大きく広げることができると主張する。 
第７章「コンテクスト史料学の射程」では、民俗学の概念に見直しを迫り、それまでの方
法や認識の仕方に大きな転換をもたらした１９８０年代の議論を検討し、史料学のコンテク
スト主義の展望を述べる。史料と場の結びつきは非常に複雑なので、一方の極を一回限りの
儀礼の場で使われたり用が済めば廃棄されたりする状況とすれば、限られた場面における機
能を反復するケース、本来の一次的な場を逸脱して二次的な場を派生するケース、規範化さ
れた場の拘束を振り切ってしまうケースまで広い視野で考察すべきであると述べる。しばし
ばあいまいな根拠によって語られる文書伝達が時と場を超えて不特定多数にひろがるという
ステレオタイプは、事例研究に即したモデル化によって相対化されてよいと主張する。 
「結論―文字文化研究の自立をめざして」では、これまでの議論を踏まえて、文字化され
たテクスト、あるいはテクストを文字化することは、それ自体が現実的な意味を生成させ、
あるコミュニケーションの場では読み書きすること、あるいは書かれた文字が初めてテクス
トに現実的な意味を与えることを強調する。知識の伝達や獲得の上では無意味に思える、生
活実践として日常化した読み書きの反復は、それこそが膨大な私文書あるいは庶民生活史料
を結実させてきた文字文化の実像であり、「形式」の問題を論点として組織化することが、文
字文化研究の今後の鍵となると述べる。 
 
 
審    査    の    要    旨 
 
  本論文は、近世、近代の在地社会に豊富に存在する庶民生活史料の持つ意義を汲み取ろう
とする、意欲的な研究である。民俗学における史料の扱いに画期的な変化が始まったのは１
９８０年代以降で、本論文はそうした研究動向を子細に検討して、書物やその知識が非文字
文化と密接な関係を持ちながら、その関係を調和的にとらえようとしたそれまでの研究を批
判している。書物に依存する知識と在来の習俗化した知識との間に差がないとするならば、
あえて文字文化研究の枠組みを維持する必要はなくなるからである。著者は書くこと自体、
あるいは書かれた媒体の様式という形式面での特徴を問うことで、声の力とでもいうべきも
のに質的な言及ができると主張する。具体的に書物、石造物、聖教、帳簿に関して詳細な民
俗誌データを示し、実証的にこの主張を展開している。いずれも現代の状況を観察し、それ
を起点に議論を展開しているところに特徴があり、形式の問題に取り組み、各事例に関連す
る先行研究についても、隣接諸分野の動向も含め十分な目配りをしている点は高く評価でき
る。ただ、文字文化研究への新たな取り組みがなされ、将来の展望が示される一方で著者の
標榜する歴史民俗学についての明確な主張が見られなかった点は惜しまれる。本論文では多
くの事象から対象として切り取ってくるものが類型的で繰り返され、集団性をもつものであ
り、従来の民俗学の対象と大きな違いはなく、著者がこの研究で操作的側面だけでなく、そ
の先に目指すものを示してくれることが望まれる。こうした点は著者の明らかにした文字文
化研究の成果のさらに先を求めるものであり、本論文で示された内容は十分、学界に寄与す
るものであることは、改めて述べるまでもない。 
   
平成２５年７月１１日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員
出席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。
なお、学力の確認は、著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（1）に該
当することから免除し、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
